
　
2024年５月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2024年１月12日

上場会社名 Ｅ・Ｊホールディングス株式会社 上場取引所  東

コード番号 2153 ＵＲＬ  https://www.ej-hds.co.jp

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）小谷 裕司

問合せ先責任者 （役職名）取締役管理本部長 （氏名）浜野 正則 ＴＥＬ  086(252)7520

四半期報告書提出予定日 2024年１月15日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無： 無
　
四半期決算説明会開催の有無      ： 無
　

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年５月期第２四半期 7,879 △7.0 △1,426 － △1,296 － △986 －

2023年５月期第２四半期 8,470 － △1,255 － △1,124 － △895 －

（注）包括利益 2024年５月期第２四半期 △796百万円（－％） 2023年５月期第２四半期 △841百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年５月期第２四半期 △63.07 －

2023年５月期第２四半期 △57.32 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年５月期第２四半期 39,103 28,319 72.4

2023年５月期 39,194 29,869 76.2

（参考）自己資本 2024年５月期第２四半期 28,311百万円 2023年５月期 29,861百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年５月期 － 0.00 － 50.00 50.00

2024年５月期 － 0.00

2024年５月期（予想） － 55.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2024年５月期第２四半期の連結業績（2023年６月１日～2023年11月30日）

（注）添付資料９ページ「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、遡及処理

を行い、2023年５月期第２四半期の各数値は遡及適用後の数値を記載しており、対前年同四半期増減率は記載して

おりません。

（２）連結財政状態

（注）添付資料９ページ「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、遡及処理

を行い、2023年５月期の各数値は遡及適用後の数値を記載しております。

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,300 2.1 4,600 3.3 4,800 3.8 3,200 4.9 204.32

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年５月期２Ｑ 16,078,920株 2023年５月期 16,078,920株

②  期末自己株式数 2024年５月期２Ｑ 398,825株 2023年５月期 449,402株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年５月期２Ｑ 15,646,100株 2023年５月期２Ｑ 15,619,917株

３．2024年５月期の連結業績予想（2023年６月１日～2024年５月31日）

（注）会計方針の変更に伴い遡及処理を行ったため、対前期増減率は遡及適用後の前期数値と比較して記載しておりま

す。

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、添付資料９ページ「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ
い。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社及び連結子会社は信託による株式報酬制度を導入しており、期末自己株式数には、当該信託が所有す
る当社株式（2024年５月期２Ｑ 397,858株、2023年５月期 448,735株）が含まれております。また、当該
信託が所有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2024年
５月期２Ｑ 432,013株、2023年５月期２Ｑ 458,377株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当連結グループが属する建設コンサルタント業界の経営環境は、2023年度の国土交通省の当初予算において、基

本方針として「国民の安全・安心の確保」「経済社会活動の確実な回復と経済好循環の加速・拡大」「豊かで活力

ある地方創りと分散型国づくり」の３つの柱が掲げられ、2022年度と同様に比較的厚めの公共事業関係費予算が組

まれたことに加えて、2023年度補正予算においても、「国土強靭化、防災・減災など国民の安全・安心を確保す

る」として、１兆５千億円余りの予算が計上されるなど、国内事業については、安定的な業務量の確保が可能な経

営環境が続いております。

また、海外事業におきましても、新型コロナ感染症による規制が解除され、徐々に改善傾向にあります。

このような状況の中、中期経営計画３年目にあたる当期におきましては、１．既存事業強化とサービス領域の拡

充、２．多様化するニーズへの対応力強化、３．環境変化に柔軟に対応できる経営基盤の構築という、第５次中期

経営計画における３つの基本方針のもと、以下の取り組みを進めております。

（１）事業戦略強化と事業領域の拡大

（２）バリューチェーンの全社最適化と経営管理機能の強化

（３）資本コストや株価を意識した経営

（４）サプライチェーンにおける人権の尊重

（５）サステナビリティへの取り組み

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、９月に発生した台風災害の災害復旧業務対応により、

新規契約や変更契約の遅延等の影響を受け、受注高については、177億99百万円（前年同期比98.8％）と前年実績

を若干下回ったものの概ね計画の範囲内の水準を確保し、売上高については、第１四半期に引き続き、一部業務に

工期の延伸等があったことから78億79百万円（同　93.0％）となりました。

損益面においては、営業損失14億26百万円（前年同期は営業損失12億55百万円）、経常損失12億96百万円（同　

経常損失11億24百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失９億86百万円（同　親会社株主に帰属する四

半期純損失８億95百万円）となりました。

これは、受注の大半が官公需という特性により、通常の営業の形態として、納期が年度末に集中し、売上高につ

いては主として顧客に成果品を納品した時点で収益を認識することとしているため、売上高が第４四半期連結会計

期間に偏重する傾向にあること、固定費や販売費及び一般管理費については月々ほぼ均等に発生することから、第

３四半期連結累計期間までは利益が上がりにくい事業形態となっているためであります。

なお、当連結グループのセグメントは、総合建設コンサルタント事業のみの単一セグメントでありますので、セ

グメント別の経営成績は記載しておりません。

- 2 -

Ｅ・Ｊホールディングス㈱（2153）　2024年5月期第2四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ91百万円減少し、391億３百万円となりまし

た。

流動資産は、前連結会計年度末と比べ14億円減少し、250億85百万円となりました。これは主に、棚卸資産が49

億54百万円増加した一方で、現金及び預金が56億55百万円、売掛金及び契約資産が16億22百万円、それぞれ減少し

たことによるものであります。なお、当連結グループの業務の特性として、業務の完成及び顧客からの入金が第４

四半期連結会計期間に偏重する傾向にあります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ13億９百万円増加し、140億18百万円となりました。これは主に、無形固

定資産のその他に含まれるソフトウェアが２億60百万円、投資有価証券が４億89百万円、繰延税金資産が４億64百

万円、それぞれ増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ14億58百万円増加し、107億83百万円となりま

した。これは主に、業務未払金が４億65百万円、流動負債のその他に含まれている未払金が３億78百万円、未払費

用が４億45百万円、未払消費税等が３億39百万円、それぞれ減少した一方で、短期借入金が26億円、契約負債が８

億41百万円、それぞれ増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ15億49百万円減少し、283億19百万円となり

ました。これは主に、当第２四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損益が９億86百万円の損失計上

となったこと、配当金８億３百万円を支払ったことにより利益剰余金が17億90百万円減少したことによるものであ

ります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結グループは、総合建設コンサルタント事業を主な事業内容としており、主要顧客である中央省庁及び地方

自治体への納期が年度末に集中し、売上高については主として顧客に成果品を納品した時点で収益を認識すること

としているため、売上高が第４四半期連結会計期間に偏重する季節的変動要因があります。

通期の業績予想については、当第２四半期連結累計期間の受注高及び生産実績が概ね想定の範囲内で推移してお

り、受注残高も360億91百万円（前年同期比103.2％）と比較的豊富な業務量を確保していること、また、当連結グ

ループを取り巻く景況感にも期初から大きな変化がないことなどから、現時点では2023年７月13日に公表した業績

予想数値からの変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,092 11,436

売掛金及び契約資産 5,495 3,872

有価証券 100 －

棚卸資産 2,913 7,868

その他 890 1,913

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 26,485 25,085

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,731 2,710

土地 2,335 2,335

その他（純額） 599 640

有形固定資産合計 5,666 5,685

無形固定資産

のれん 741 681

その他 1,077 1,376

無形固定資産合計 1,818 2,057

投資その他の資産

投資有価証券 3,004 3,494

固定化営業債権 1 1

投資不動産（純額） 432 428

繰延税金資産 266 730

退職給付に係る資産 114 137

その他 1,506 1,584

貸倒引当金 △102 △101

投資その他の資産合計 5,223 6,274

固定資産合計 12,708 14,018

資産合計 39,194 39,103

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

負債の部

流動負債

業務未払金 1,083 618

短期借入金 － 2,600

１年内返済予定の長期借入金 229 210

未払法人税等 490 286

契約負債 2,564 3,406

役員賞与引当金 22 －

受注損失引当金 245 256

その他 3,660 2,499

流動負債合計 8,296 9,878

固定負債

長期借入金 128 23

繰延税金負債 65 80

退職給付に係る負債 422 383

役員株式給付引当金 116 102

従業員株式給付引当金 36 34

長期未払金 176 176

債務保証損失引当金 7 5

その他 75 99

固定負債合計 1,028 904

負債合計 9,325 10,783

純資産の部

株主資本

資本金 2,803 2,803

資本剰余金 4,379 4,379

利益剰余金 22,371 20,580

自己株式 △454 △403

株主資本合計 29,100 27,360

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 670 873

為替換算調整勘定 △2 △3

退職給付に係る調整累計額 93 81

その他の包括利益累計額合計 761 950

非支配株主持分 8 8

純資産合計 29,869 28,319

負債純資産合計 39,194 39,103
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2022年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日

　至　2023年11月30日)

売上高 8,470 7,879

売上原価 5,823 5,362

売上総利益 2,647 2,517

販売費及び一般管理費 3,902 3,944

営業損失（△） △1,255 △1,426

営業外収益

受取利息 9 7

受取配当金 22 29

持分法による投資利益 60 60

不動産賃貸料 17 21

その他 49 36

営業外収益合計 158 155

営業外費用

支払利息 1 1

不動産賃貸費用 11 12

支払保証料 5 6

貸倒引当金繰入額 5 －

その他 3 4

営業外費用合計 27 25

経常損失（△） △1,124 △1,296

特別損失

固定資産除却損 24 2

事務所移転費用 6 －

特別損失合計 31 2

税金等調整前四半期純損失（△） △1,155 △1,299

法人税、住民税及び事業税 197 211

法人税等調整額 △463 △523

法人税等合計 △265 △312

四半期純損失（△） △890 △986

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △895 △986

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2022年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日

　至　2023年11月30日)

四半期純損失（△） △890 △986

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 74 203

為替換算調整勘定 △0 △1

退職給付に係る調整額 △26 △11

その他の包括利益合計 48 190

四半期包括利益 △841 △796

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △847 △796

非支配株主に係る四半期包括利益 5 0

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2022年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日

　至　2023年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,155 △1,299

減価償却費 249 301

のれん償却額 61 60

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △26 △22

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受注損失引当金の増減額（△は減少） 50 11

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △1 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △70 △56

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 21 26

従業員株式給付引当金の増減額（△は減少） 10 8

受取利息及び受取配当金 △31 △36

支払利息 1 1

持分法による投資損益（△は益） △60 △60

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 1,880 1,622

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,042 △4,954

契約負債の増減額（△は減少） △263 841

仕入債務の増減額（△は減少） △1,448 △654

未払消費税等の増減額（△は減少） △422 △339

その他 △1,004 △1,469

小計 △6,255 △6,021

利息及び配当金の受取額 33 29

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △961 △424

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,184 △6,419

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △80 △20

定期預金の払戻による収入 100 100

有価証券の償還による収入 － 100

有形固定資産の取得による支出 △451 △317

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形固定資産の取得による支出 △526 △530

投資有価証券の取得による支出 △0 △150

その他 △17 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △976 △818

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,900 2,600

長期借入金の返済による支出 △106 △124

配当金の支払額 △690 △802

その他 △8 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,094 1,660

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,065 △5,575

現金及び現金同等物の期首残高 17,023 15,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,958 10,418

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（営業活動費用の会計処理）

　従来、受注前の営業活動に係る費用の一部については売上原価として計上しておりましたが、新しい業務管

理システムの導入を契機として費用管理区分の見直しを行い、より適切な方法としてこれらの費用を第１四半

期連結会計期間の期首より販売費及び一般管理費に含めることとしております。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結貸借対照表は、棚卸資産が67百万円減少、繰

延税金資産が20百万円増加しております。また、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、売上

原価が61百万円減少し、売上総利益は同額増加、販売費及び一般管理費が１億33百万円増加し、営業損失、経

常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ72百万円増加、親会社株主に帰属する四半期純損失は50百万

円増加しており、１株当たり四半期純損失は３円23銭増加しております。さらに、前連結会計年度の期首の純

資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は38百万円減少しております。
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（追加情報）

（株式報酬制度）

１．役員向け株式交付信託

当社は、2018年８月24日開催の第11回定時株主総会及び連結子会社の定時株主総会決議に基づき、当社

取締役（社外取締役を除きます。）及び一部の連結子会社の取締役（社外取締役を除きます。）のうち受

益者要件を満たす者を対象に、当社株式を用いた取締役向け株式報酬制度（以下、「本制度」といいま

す。）を導入し、2021年８月27日開催の第14回定時株主総会及び連結子会社の定時株主総会において、本

制度の新規導入、継続並びに内容の一部改定について決議しております。（信託契約日　2018年12月７

日）

なお、本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

（１）取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下、「本信託」といいます。）が当

社株式を取得し、当社及び連結子会社が定める株式交付規程に基づいて、各取締役に対するポイント

の数に相当する数の当社株式が本信託を通じて交付される業績連動型株式報酬制度であります。

なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締役の退任時であります。

（２）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）により、純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度

末351百万円、338,241株、当第２四半期連結会計期間末310百万円、298,972株であります。

２．従業員向け株式交付信託

当社は、2018年７月13日の取締役会決議に基づき一部の連結子会社の執行役員その他所定の職位を有す

る者のうち受益者要件を満たす者を対象に、当社株式を用いた従業員向け株式報酬制度（以下、「本制

度」といいます。）を導入し、2021年８月27日開催の当社の取締役会及び連結子会社の取締役会におい

て、本制度の継続並びに内容の一部改定について決議しております。（信託契約日　2018年12月７日）

なお、本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

（１）取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下、「本信託」といいます。）が当

社株式を取得し、連結子会社が定める株式交付規程に基づいて、各従業員に対するポイントの数に相

当する数の当社株式が本信託を通じて交付される業績連動型株式報酬制度であります。

なお、従業員が当社株式の交付を受ける時期は、原則として退職時であります。

（２）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）により、純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度

末101百万円、110,494株、当第２四半期連結会計期間末91百万円、98,886株であります。
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業務別
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日

至　2022年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日

至　2023年11月30日）

（参考）前連結会計年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

建設コンサルタント業務 14,113 14,498 32,377

調査業務 2,271 2,170 4,837

合計 16,385 16,668 37,215

業務別

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日

至　2022年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日

至　2023年11月30日）

（参考）前連結会計年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

建設コンサルタント業務 15,467 30,999 15,360 31,909 33,358 23,685

調査業務 2,545 3,974 2,439 4,181 4,890 2,486

合計 18,013 34,974 17,799 36,091 38,249 26,171

業務別
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日

至　2022年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日

至　2023年11月30日）

（参考）前連結会計年度
（自　2022年６月１日

至　2023年５月31日）

建設コンサルタント業務 7,384 7,136 32,589

調査業務 1,086 743 4,919

合計 8,470 7,879 37,509

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

（単位：百万円）

（注）　上記の金額は販売価格に生産進捗率を乗じて算出しております。

② 受注実績

（単位：百万円）

③ 販売実績

（単位：百万円）
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